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木簡保存メカニズムに関する考察（平城宮跡の土質に関する調査） 

 

１ 概 要 

１）目 的 

・木簡が長期間保存されてきたメカニズム（土質や土中水の状況）を把握することを目的に、土質等に関する

調査を実施する。 

 

２) 調査箇所における木簡等の出土状況 

①第４０１次 東院地区（平城宮跡東部の高台：木簡は出土せず） 

・遺構は建物や塀等の柱穴など、土器類や瓦 は出土 

②第４０６次 東方官衙地区 （平城宮跡東部の低地：木簡５９点、削屑３９９点） 

・遺構は大溝、溝、柱穴など、大溝跡底付近の砂礫優勢層から多数の木簡や削屑が出土、最大長さ（約３５

ｃｍ）の木簡が粘土・シルト分を多く含む局所的に広がる土から出土 

③第４２９次 東方官衙地区 （平城宮跡東部の低地：木簡７４３点、削屑２３，８０６点） 

・遺構は大溝、柱穴など、大溝跡から木簡や削屑が出土、建物の柱穴跡から柱根が出土 

 

図－１ 発掘調査および地下水観測孔、土壌水分量観測位置 

□発掘現場写真 

  
写真－１ 大溝跡発掘調査現場 

□東方官衙地区の木簡出土状況 

① 第 406 次     大溝跡では主として地下 1.0m～1.7m の深度で出土 

 

② 第 429 次     大溝跡では地下 0.7m～1.1m の深度で出土 

 

図－２ 大溝跡断面模式図 
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２ 木簡出土深度の酸化還元状態 

・これまでの土質調査結果から、木簡が出土した深度では、木材腐朽菌など好気性微生物が生育しない『還

元状態』を示す数値となっている。 

 

①酸化還元電位     土壌学的な観点を取り入れて、測定結果を整理した。 

その結果、木簡出土した深度は、木材腐朽菌など好気性微生物が生育しない『還元状

態』を示す数値であった。 

 

図－３ 中間酸化還元電位 

 

表－１ 土壌還元過程で見られる物質の変化と酸化還元電位 

 

・好気性微生物            酸素がないと生育できない微生物 

・絶対的嫌気性微生物      酸素があると生育できない微生物 

・条件的嫌気性微生物      酸素があっても好気性なみに生育する嫌気性微生物湛水状態の水田に 

いる微生物の大部分が好気・嫌気の両刀づかいの条件的嫌気性微生物 

②二価鉄 ･･･ 平成２１年度調査では、より精度を高めるべく、大気に触れないで土壌を採取し測定した結

果、一般的に言われている『酸化還元電位が低下すると、二価鉄濃度が高くなる』という傾

向を確認した。 

※発掘調査に合わせた測定のため、大気に触れて検出できなかったものも多数あり 

 

図－４ 二価鉄と中間酸化還元電位 

 

 

写真－２ Ｈ２１試料採取状況 
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３ 木簡出土深度の土壌水分 

・木簡出土深度と地下水位、土壌の水分量の関係を把握するため、木簡が数多く見つかった｢第４２９次東

方官衙地区｣において平成２０年４月に水位計を、平成２１年３月に土壌水分計を設置し、地下水位と土

壌水分を観測している。 

・これまでの調査結果から、木簡出土深度では、『地下水に浸っている時間が長くなっている』ほか、地下

水に浸っていない期間でも、土壌の飽和度が高く、『土壌水分量は保持』されていることが判明している。 

・一般的に、土壌の空隙の２割以上が空気になると、活動する微生物の大部分が好気性微生物となり、空隙

の６～８割が水、残りが空気の時、土壌微生物全体の増殖や活動が活発になると言われている。 

<参考文献：土壌微生物の基礎知識(西尾道徳)> 

・木簡出土深度は、上述するような領域に入らず、水が多く、空気の少ない『嫌気的な状態』である。 

 

①地下水位・・・ 常に地下水に浸っているわけでなく、地下水面より上方に位置する期間があることが判

明。 

②土壌水分・・・土壌の粒子と粒子の間の空隙にどれぐらいの割合で水分が存在しているのか、土壌飽和度

を地下水位と同時に観測。 

木簡出土深度(地下１ｍ)と木簡不出土深度(地下６０ｃｍ)を比べると、木簡出土深度では、

地下水に浸ってなくても飽和度は低下しないが、木簡不出土深度では、地下水に浸ってい

ないと飽和度が大きく低下することが判明。 

 

 

図－５ 地下水位と飽和度の関係 
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・第６回委員会以降の観測結果 

地下水位と飽和度の関係は第6回委員会以降も同様の傾向であり、深度0.6mの土壌水分量が40～100％の間 

で変動しているのに対し、深度1.0mの土壌水分は90～100％の間で変動している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめ 

・調査結果から、木簡出土深度は、地下水に浸っている時間が長いなど、土壌水分量が高いまま保持されて

いることが確認できた。 

・このため、｢木材腐朽菌｣など好気性微生物が十分生育できない土壌環境にあるものと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6回委員会までの報告内容 第 6回委員会以降の観測結果 

木簡出土深度(地下 1mと)木簡不出土深度（地下 60cm）を比べる

と、木簡出土深度では、地下水に浸っていなくても飽和度は低下

しないが、木簡不出土深度では、地下水に浸っていないと飽和度

が大きく低下する。 

地下水位と飽和度の関係は第 6回委員会以降も同様の傾向であ

り、深度 0.6m の土壌水分量が 40～100％の間で変動しているのに

対し、深度 1.0m の土壌水分は 90～100％の間で変動している。 

図－６ 地下水位と飽和度の関係 
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■第４０６次 東方官衙地区大溝跡 

１ 木簡および削屑の出土土層分類と各土層の地下水位状況 

・ 奈良文化財研究所提供の土層図に記載の各土層における地下水位の状況を以下に示す。 

・ 地下水位の観測結果は、平成１２年１月から平成１９年３月までのデータで整理。 

 

図－７ 木簡および削屑の出土土層分類と各土層の地下水位状況（第４０６次 東方官衙地区大溝跡） 

 

表－２ 木簡および削屑の出土数と地下水位の関係（第４０６次 東方官衙地区大溝跡） 
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２ 各土層の土質状況 

・ 奈良文化財研究所提供の土層図に記載の各土層に相当する地点の採取試料を用いた土質試験結果を以下に示す。験 

表－３ 土質試験結果一覧表（第４０６次 東方官衙地区大溝跡） 

 

 

図－８ 鉄のpH-Eh安定領域図 図－９ 粒径加積曲線（第４０６次 東方官衙地区大溝跡） 
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■第４２９次 東方官衙地区大溝跡 

１ 木簡および削屑の出土土層分類と各土層の地下水位状況 

・ 奈良文化財研究所提供の土層図に記載の各土層における地下水位の状況を以下に示す。 

・ 地下水位の観測結果は、平成２０年５月１日から平成２２年４月３０日までの２箇年のデータで整理。 

 

図－１０ 木簡および削屑の出土土層分類と各土層の地下水位状況（第４２９次 東方官衙地区大溝跡） 

 

表－４ 木簡および削屑の出土数と地下水位の関係（第４２９次 東方官衙地区大溝跡） 
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２ 各土層の土質状況 

・ 奈良文化財研究所提供の土層図に記載の各土層に相当する地点の採取試料を用いた土質試験結果を以下に示す験 

表－５ 土質試験結果一覧表（第４２９次 東方官衙地区大溝跡） 

 

表－６ 土壌の還元過程で見られる物質の変化と酸化還元電位 

図－１１ 粒径加積曲線（第４２９次 東方官衙地区大溝跡） 


